２００４年共同宣教司牧ブロックの

宣教司牧計画に対する評価

京都府北部

	１）　宮津ブロック


　司教年頭書簡を教区の司牧責任者の司牧指針として真摯に受けとめ、生きようとする京都教区信徒としての
教会への帰属意識が、年々強められてきていると実感する。それは、以下の具体的動きの中で認められる。

１　２００４年度宮津ブロック宣教司牧計画において、その指針を中核にしっかりと位置付ける努力をしている。特に年度初めはブロックの小教区役員会やその他の機会に書簡を読むことを勧め、おおむね各小教区で実施した。

２　「宮津ブロック宣教司牧計画のしおり」を作成し、復活祭頃各信徒に配付した。

３　宣教司牧計画にそった宮津ブロック固有の共同祈願を毎日曜日祈ることによって（一部の小教区ではあるが）
「日常からミサを生きる」ことを意識化するよう努めた。

 [I]　キリストとともに生きる（信仰の学び）

　　　１）黙想会の企画

　　四旬節・待降節の黙想会をブロックとして企画、実施。　
移動の手段を持たない人のためにも工夫することを待降節黙想会から実施。

３月６日～７日　四旬節黙想会　　　場所：加悦教会（約７０名参加）

指導：　盛　克志神父（レデンプト−ル会）　テーマ：「わたしたちの賜った福音」

　　
１２月４日～５日　待降節黙想会　４日（岩滝教会）、５日（網野教会）　各々約７０名参加
　　　　　　

指導：　新井延和神父（カルメル会）　テーマ：「ゆるし」　　　　　　　　　　　

　　２）信仰の学び　　

　　①・典礼の基本を学ぶ：ブロック全体のため　毎月定期的に　指導：谷口秀夫神父（レデンプトール会）

　　②・典礼研修会；今年の特徴は典礼研修会が増えたこと。特にミサについて定期的あるいは不定期の研修会を企画する教会が増えた。

　　③・勉強会；「カトリック教会の教え」を毎月読む　（２小教区、１施設、１グループ）

　　④・聖書の集い；毎月　２小教区

　　⑤・祈りの集い；不定期的

　　⑥・小教区規約についての勉強会；不定期的ではあるが、すべての小教区において役員会・信徒対象に、司祭またはシスターの指導により、説明、質疑などの機会が設けられた。

　　②以下については、ブロックとしての企画ではないが、複数の小教区が企画し、ブロック全体に呼びかけるよう
にしている。ただし、他小教区からの参加者は少ない。

　　３）信徒の集い
　　  ①　北部地区大会 　　　9月11日　午後　岩島忠彦神父講演会          場所：西舞鶴教会

　　　　　　　　　　　 
　　　　　9月12日　午前　ミサ、岩島神父講演会、　午後　分科会　場所：日星高校

　　　　　　　　舞鶴ブロックを中心に良く準備された大会であった。宮津ブロックからも遠方にかかわらず多くの参加者があり、信仰について学びともに祈り交わるよい機会となった。レンタカーを使う等の参加手段を工夫した小教区もあった。子どもたちの参加についての提案と準備があったことも多としたい。

　　　　②　宮津ブロックの集い（小教区規約についての理解を深めるために）
　　　　　　　　当初２００４年１１月７日に予定されていたが１０月に当地を襲った台風２３号のため延期

　　　　　　　　２００５年２月１１日　午後１時３０分から　丹後大宮教会において

　　　　　　　　　・　聖体礼拝（聖体の年に当って）、小教区規約作成に当り、理解を助けるための寸劇・紙芝居・意見交換

　　　　　③　ガラシヤ祭　従来地区協議会の行事として位置づけられていたが、今年度から宮津ブロック担当行事となったのでここで扱う。これこそキリストと共に生きるブロックの生き方を証しするものとなった。

　　　　　　　２００４年５月９日（日）午前１０時から　味土野において

日本キリスト教会史に光る信仰の先達として尊敬され、この地域に足跡を残されたガラシヤ夫人を顕彰するガラシヤ祭は、京都北部地区・宮津ブロックにとって、信仰を分かち合い、ともに祈る絶好のチャンスであった。先ず、準備の段階からブロック行事として行うことの意義、企画・運営方法、昨年来の課題　と留意点についてブロック会議で詳細に検討した。そして、ブロック全体（特に京丹後市の3小教区）の信徒を中心に準備を進めた。教会から離れた山の中でのテントの設営等、重労働に奉仕する男性信徒の献身ぶりも見事だった。2004年度は大塚司教様ご不在。北部地区の司祭による共同司式ミサが味土野山中で行われた。　曇り空はミサの途中で激しい風雨となり、寒さも厳しく感じられ老人と弱い人はレンタカーに退避したが、約１００人の信徒が男性信徒の支えるテントの下で最後までミサを捧げた。まさに、信仰を生き抜いたガラシヤ夫人を偲ぶ日であった。　その後の野間集落センターでの昼食としばしの憩いの時は、地域の信仰を同じくする仲間の　交わりの時でもあった。天候の急変への対処法、細い山道での安全対策、一部の信徒への負担の偏り、お世話になる地域住民への連絡など、細かい点では反省しなければならないものもあるが、今後とも継続していきたいブロックの大切な歴史的イベントである。

④　宮津ブロックの各小教区ではミサのあとに信徒がしばらくの時間お茶を飲んで歓談・交流している。
教会はこのような交わりを通して、信仰共同体として成長していく。ここから、大人も子どももともに、
「ミサから日常へ」の共同宣教司牧の精神が育っていくのではないか。その意味でこの時、この慣習を
大切にしている。

　　　　４）子どもたちのために

　　　⒜　キャンプの企画：

　　　　　　小学生のため　
日程：　７月１８日（日）～１９日（月）　　　場所　：　網野教会

　　　　　　　　　　　　　テーマ：　天地創造　　　指導者：　頭島　光神父（レデンプト−ル会）

　　　　　　　　　　　　　参加者　：子ども延べ約１００人、　リーダー：　中高生約１０人　大人約１０人　　　　

· 晴天に恵まれ、海での活動も充分に行われたが、ミサの準備、天地創造についての聖書を読んだ
後の、子どもたちの合同作品は見事だった。

· 子どもの参加者が例年より大巾に増えたので、今後に課題も残した。例；受付からはじめの祈り
まで時間がかかる（写真つきの名札作成）

・　　食事の準備等成人女性「給食のおばちゃん」の応援は力強かった。

· 中学生をリーダーとして位置付けたことは、彼らの意識を高めるためにも、将来のためにも
良かった。

　　　　　　中高生のため　

　　　　　　春の合宿　　　　　　　　　　　　　　　　　夏のキャンプ　　　　　　　　　　　　　秋の集い
日程　　　３月２７日（土）～２８日（日）　　　　　　８月７日（土）～８日（日）　　　　　　 １１月１４日（日）
場所　　　加悦教会　　　　　　　　　　　       丹後町平　　　　　　　　　　　　     宮津教会

テーマ　　夏のキャンプの準備　　　　　　    平和について考える　　　　　　　   集いのあり方・次回の準備

参加者　 中高生１２名　　　　　　　　　      中高生１４名　（3名は広島巡礼参加）　　中高生６名

リーダー　大人１０名　　　　　　　　　　       大学生　4名・大人１４名　　　　   大人３名

・　中高生は毎年、夏のキャンプでは何か木工で作品を作成するが、今年のテーブルも見事だった。

・　夏はテーマに対する深まりは余りなかったのではないか。指導法も含めて反省すべきことがある。

・　夏のキャンプ終了後、大人のリーダーに対する彼らの要求・批判に対しては何回か中高生を交えての集まりを持ったが、まだ、充分に話し合えていない点がある。
そのため、生き生きとした中高生の集いにするための検討、模索をともに続けることにする。
・　キャンプの目的についても、共通理解を得るようにその都度検討すべきものがあると考えられる。

　　　        （楽しみか、仲間造りか、親睦か、信仰の交わりを深めるためか、などなど）

まとめ

・毎年のことだが、宮津ブロックの子どものキャンプに対するリーダーたちの熱意は、まさに共同宣教司牧、信仰教育の結集の場だと感じる。

・２００３年度から取組んできた将来のリーダー養成の意識も多少軌道に乗ってきている。この地域では、子どもたちは成長と共に、高校生・大学生とも土地を離れてしまう者が多い中で、遠隔地の大学に在学している青年が、キャンプのためにわざわざ帰ってきてくれることは、新しい動きであり、非常に喜ばしいことであり、これをいかに将来につなげるかが現在の課題だと認識している。　　　　　　　　　　　

　　　⒝　リーダー養成・研修：

　　　　⑴　上記のようにキャンプ等は現場での養成に配慮している。

　　　　⑵　教会学校のリーダーの養成は教区の勉強会・研修会への参加を奨励し必要に応じて交通費の支給も考慮する。２００４年度は宮津教会から3名、網野教会から3名の参加者があった。　
しかし、行事ではなく通常の教会学校のリーダーとして続けていくことの困難さを現在のリーダーたちが訴えていることには、今のところ応える術がない。それに答えられるだけの、後継者、協力者を見い出すことが困難な状況にある。リーダー養成以前にリーダーになれる人を発掘しなければならない。共同宣教司牧ということは、このような信仰教育における補い合いが重要であり、委ねられたものが一人で背負っていくのではなく、これを各小教区の日常の中で解決していかなければならないのではないか。どのように補完しあえるのかが教会の中で問われなければ、充分な信仰教育も難しくなる。宮津ブロックにはこの悩みが今も強くある。

宮津ブロックの「信仰教育について考える」グループをつくり上記の問題について　継続的に対応する必要が

ある。
 [II]　キリストから遣わされる共同体

　①　『日常からミサを生きる』―ミサを通して共同体づくりをする―
　　・各小教区でミサを大切にしようとする気運が高まってきている。特にいくつかの小教区でミサについての勉強をする機会が信徒の側から積極的に提案され、実施されている。司教訪問のあった峰山教会では継続して定期的に勉強会がもたれ、それをミサに生かそうとしている。

　　・週間に一度のミサにおいても、各自が共同祈願を積極的に自分のことばで表現しようとしている。

　　・みことばを「読む」「聴く」ことへの関心が見られるようになっている。

　②　社会に呼びかけ、奉仕する教会

　　　ブロック全体としては共通した目標はないが、昨年のものを継続している。

　　⑴特筆すべきものとして、教会の組織ではないが宮津・岩滝教会信徒を中心とする『ピース９』グループがＫＴＲ宮津駅構内のホールで、イラクの現状に関する写真展を行い平和を訴えたこと。教会関係者以外に多くの一般来訪者があり（延べ１５０人）教会の外に会場を設定して「戦争は人間の仕業であること」平和の尊さを訴えることが出来たことは評価して良いと考える。　　

　　⑵教会のバザー：最近の信徒の高齢化と地域の人口の減少から信徒数も減少し教会の一つの社会に開かれたイベントであるバザーも実施する教会が少なくなっている。しかし、努力して年中行事としている教会もある。そこで、注目されるのは、目的は、殆どの場合、国の内外の災害にあった人たちへの救援、支援のため、アフリカへの支援のためであること。参加者も、教会を活動の場として提供しているグループ（例えば丹後大宮教会のフィリッピン人のグループ、峰山教会の不登校児童のためのビー・フリー）などの参加を求め、社会的に開かれた教会つくりの場となっていること。普段なかなか教会に来られない人でも、家族や地域の人を連れてくる場を提供し、信徒とのかかわりの機会をつくること。「経済的にも、多くを一時に提供できないが、年間を通して地域の産物を溜めておきバザーのときにみんなを喜ばせてあげられることが嬉しいからバザーを続けて欲しい」と語っていたある婦人の声を聞く時、これこそ共同体つくりの精神だと評価することができる。

⑶台風２３号に際しての内外の奉仕活動：宮津ブロックは今年の台風２３号により、教会の建物は２教会で床下
浸水だけで留まったが、信徒の中に多くの床上、床下浸水で大きな被害を被った家族・親族があった。その時の、小教区を超えた迅速な力強い援助を体験した。また、教会からしばらく離れている信徒の家族に配慮したことも重要なことだった。自分が被災した時に受けたマンパワー、物質的、経済的、精神的、信仰の面での援助に対して深い感謝の念を表したい。特に自身も災害を被っている地域からの支援に対して深く感動させられた。これは、続いて起こった国内外の災害に対する私たちの関心を深めることにもなっている。僅かであっても自分にできる援助の手を延べたいと言う心の動きをつくっている。同時に、災害の傷は短期間で癒されるものではないことも体験している。信徒あるいは地域のカトリック施設（京都暁星高校）の地域社会に対する継続的奉仕活動には目覚ましいものがあった。（教会内部ばかりでなく、地域の災害救援センターの指示で活動する等）

このような時の相互援助の重要性を確認した。
 [III] 　宮津ブロックへの司教の司牧訪問に際して
　峰山教会への訪問なので峰山教会を中心に準備するが、ブロックへの訪問でもあるので、ブロック事務局が全面的にバックアップすることをブロック会議で決定。詳細をつめる中で、何回も訪問を「イベント」に終わらせないで「日常」に通じるものにすることが確認される。

　テーマ：　『日常からミサを生きる』　　普段着のままで・・・日常からミサへ⇨ミサから日常へ

　教区から出された「分かち合いのポイント」の勉強を、各小教区でする。　とくに役員はよく理解しておく。当日の分かち合いの司会も担当する。　

　準備のポイント：主日のミサの中で体験出来るポイント

　　　　　　　　・　主のゆるしといやしを願う祈りの作成

　　　　　　　　・　苦しむ人と連帯して祈る

　　　　　　　　・　小教区の特徴を生かした奉納物（あらわしかた）

　　　　　　　　・　平和の挨拶の工夫

　　　　　　　　・　ミサの派遣を意識できる方法

　細かいところでの行き違いが多少あったとしても、それぞれの小教区がよく準備した。共同で取組んでいることがとてもよく感じられる準備態勢があった。とくに、派遣のシンボルとなる宮津ブロックのモニュメントつくりには多くの人の知恵と技術が結晶した。司教ミサの終了前に派遣のモニュメントに司教がサインし、各小教区代表に渡され、信徒全員が「ミサを日常で生きる」ために地域に派遣され聖堂を出た。　

このような出来事を通して教会とは、共同宣教司牧とは共同体とは、

ということが体験の中で確認されていくのではないか。
	２）　舞鶴ブロック


（1） 舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。
· 2ヶ月に1回の割合で行っているブロック会議を定例化することができた。各教会持ち回りで司会者を決め、各自責任を持って参加している。その中で地区大会においてもスムーズに行うことができた。またそこでの分かち合いを通してそれぞれの教会の実情を知ることができた。

· これからも各教会で行う行事はブロック内に呼びかけ、各教会信徒数が少ないので、互いに協力し、助け合う必要がある。

（2） ５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。
地理的条件でなかなかブロック内の５教会全部が集れないが、「子供と共にささげるミサ」は徐々に定例化

しつつある。今年も５教会合同の夏のキャンプを実施することができなかったが、東西舞鶴と綾部・報恩寺・福知山の２つのユニットでそれぞれ合同で行うことはできた。今後もこの形のほうが地理的にも無理がない

ように思われる。
（3） 信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る

「信仰を学ぶ」或いは「典礼について」の合同の学習会を一度も実施することができなかった。ただ各教会

単位では実施している。四旬節・待降節の黙想会は早い時期から講師を依頼し実施することができた。

両舞鶴教会と綾部・報恩寺・福知山教会と指導者の思惑の違いがあるが、現在宮津ブロックが実施している

ように東西舞鶴だけではなく、５教会合同（舞鶴ブロックとして）の黙想会をすることが理想である。

京都府南部
	３） 北ブロック


小教区の垣根を低くする

・活　動　　　１．第５日曜日にブロック合同ミサを実施した。

共同回心式、平和祈願意向のミサ、国際合同ミサ、マリアの月。

２．合同ミサのあと「社会に向かっての奉仕活動｣ について、各教会から報告、

シスター朴の講演。

３．宇津教会での合同ミサでは観光バスを貸し切り、全体で140名ほどの参加。

４．子供たちによるロザリオの製作

５．ブロックの評議会の中に４つの専門委員会（子どもの教育、広報、典礼、平和

　　の歩み）を設置し、ブロックの評議委員が書く委員会の窓口となっている。

６．山国ノートルダムセミナーハウスで夏のキャンプ(小学生)

７．ブロックの会計を立ち上げ、合同ミサの諸費用や山国教会の下水設備の援助

などを行った。

・評　価　　　小教区レベルで行ってきたことが、少しずつブロックの活動として広がってきた。

各小教区間での意思疎通をはかる

・活　動　　　１．広報委員会が発行する広報誌を年３回発行。

　　　　　　　２．活動内容や報告を持って、お互いの協力を呼びかけて入る。

　　　　　　　３．切手を集めている小教区と協力する小教区が出てきた。

・評　価　　　合同から共同にと司教様からの呼びかけがあるが、共同になっていくために今一つ

　　　　　　　の努力が必要である。

教会から離れた人への関わり

・活　動　　教会から離れた人に対する働きかけを行い、復活祭やクリスマスの案内をハガキ

などによってお知らせをしている。

・評　価　　　 このことにより、久しぶりに教会にお見えになり、連絡をしてもらったことに感謝していただいたり、
さまざまです｡その後のケアのあり方について考えている。

社会とともに歩む教会

・活　動　　　１．昼回りの呼びかけに参加者が増えた。

　　　　　　　２．夜回りの会へ物品の提供を各教会に呼びかけて協力し合った。

　　　　　　　３．会館の利用者に対して、クリスマスや四旬節献金を依頼している。

　　　　　　　４．社会のニーズに合わせて募金活動を行って入る。

　　　　　　　５．パガサ共同体のミサ(15時)を西院教会で実施

・評　価　　　地域との連携を通して地域に向かって福音宣教をしている。

	４） 西ブロック


　年度当初、ブロック委員会において２００４年度の短期目標を次のように定め、桂・九条・長岡・丹波の４教会５聖堂の信徒・修道者と、２名の担当司祭（年度途中よりもう１名の協力司祭の協力）で取り組んできました。
　１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
　２　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　３　京都西ブロックウォーカソンの実施
１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
①　ブロックのリーダーシップとしての教会委員とブロック会議
　約２ヶ月に１回程度の頻度で、ブロック会議を各教会輪番で開催しました。そしてブロック運営の方向性はこの場で議論されました。教会委員レベルのことだけではなく、各教会担当部会や、ブロック行事を推進する実行委員会との相互連携が、本年度は更に活発になったと思われます。また、「平和旬間」「ウォーカソン」については実行委員会を設定しましたが、教会委員からサポーターを出したり、実行委員会が立ち上がるまでのプレ実行委員の任務を行い、継続的で視野の広い活動が出来ました。情報交換としてのＥメール網は引き続きよく作動しています。

各担当と実行委員を通して、信徒各自が自発的に共同体全体に奉仕していく姿勢が強まったと評価出来ます。
　また年度の初めには、ブロック委員会とブロック担当部会が合同で会議を開催し、更に情報公開を進めることや討議事項に多くの信徒が参加出来るような工夫が持たれました。また教会委員のメンバー交代も実施され、この地域の共同体がカトリック共同体としての伝統を保持しつつ、更に新しいビジョンを持って福音宣教共同体となっていくための新規教会委員が推薦任命されました。
②信徒養成講座の開催について。

従来、入門講座と信徒養成講座は司祭の役割分担によって４教会５聖堂のうち、集まりやすい２教会で行われてきました。しかし共同宣教司牧を更に推進するためには信徒養成が急務であるとの認識から更に２教会でも実施しました。内容は近い将来において複数信徒が求道者に要理を教えることが出来るようになるために、基礎的な聖書釈義と教義、また福音宣教の動機となるための基礎的な教義神学を継続的に学んでいます。まだ途上ですが聖体奉仕者の研修と共にブロックの構成員全体が自分たちが信じている内容を深く知っていこうとする意欲が大切だと思います。

　課　題　～メンバー間・各教会間で、更に一致し宣教を推進するために。
このブロックの特徴は「福音的分かち合い」によって相互の信仰観や教会観を受け入れあっていくことにあります。「福音的分かち合い」は相互の忍耐と現状認識センス及び傾聴の姿勢が大切であり、分かち合いを記録して振り返りを可能にすると同時に「福音的分かち合い」の場において交通整理的役割を持つファシリテーターが重要です。今後は教会のキーとなるリーダーと共に信徒の相互理解の場である「福音的分かち合い」におけるファシリテーターの養成も必要となってきました。また会議の場において検討されたことが確実に構成員に伝わり、更に一致できるための方法として確実で早急な議事録の作成とその共有ということがあります、きっちり行なわれない場合も見られたので今後の課題となっています。
２　司教訪問と年頭書簡の分かち合いに関して
　２００４年２月２２日、丹波教会・園部聖堂
①　趣旨と準備
　司教年頭書簡、「日常からミサを生きる」の趣旨を受け止め、各共同体で分かち合いを進める内に、更にそのことが深まるようにしていく。
　早い時期の司教訪問でしたが、それまでに趣意書を読み、ブロックで作成された「分かち合いのポイント例」に沿って、各小教区で複数回の分かち合いの機会を設定することにしました。（全体の集まりや各部会毎など、各小教区が独自の方法で行った。小教区独自のガイドラインを追加作成したところもあった）。
②　開催後の意見
　準備期間が短かったにも関わらず、各教会の分かち合い結果が持ち寄られ、当日に備えたという点は評価できます。訪問当日に４教会で役割分担できたことも良かったです。当日は、他教会信者と結構深い分かち合いができました。今年一年のブロック活動に対する取り組みに向けての足がかりとなりました。大きなテーマであるにもかかわらず、司教訪問という「山場」が早く来すぎたという意見もあり、司教ともっとたくさん対話したかった信徒もいました。
③　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味において）
　信徒自身も、小教区共同体としても、ミサとの関わりはとても大切で、「信仰共同体」づくりの基礎です。司教訪問という「山場」がいち早く終わったため、「日常からミサを生きる」というテーマに関するブロックとしての集約・評価を行うまでに至っていませんが、幸いなことに今年の司教年頭書簡のテーマも「日常からミサに生きるパート２」であり、今年の司教訪問とその評価はきちんと出来ると思います。また昨年の司教訪問以降、各小教区毎にこのことを契機にした様々な動きを見る事が出来ました。
＊　年間通して、各部会で分かち合いを続けていくこととなりましたが、訪問以降2ヶ月くらい経ってもブロック全体としての取り組みとならなかったので、引き続き集会祭儀で行うことに決定し、その後分かち合いの質も上ってきました。今後、分かち合いのまとめの内容の傾向をよく見て来年以降の活動の参考とします。
　＊　集会祭儀を早くから体験した教会なので、信徒が集会祭儀を抵抗ないものとして受けとめる事が出来ています。司教書簡のテーマである「深い交わりを体験するミサ」で言われている「願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということが、集会祭儀の中で自然に学び取ったと感じています。
　＊　分かち合いを通して、信徒それぞれの現状や背景に応じて、｢願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということのどの点に強く動くものがあるのかということが各自に

よって大きく異なることが分かち合いを通して実感できました。そこを意識し、また共

同体としてその全体を分かち合ってこそ、｢ミサと日常」が繋がっていくのだと思います。
　＊　テーマそのものの深まりより、テーマを契機として生じた連鎖反応的な動きが大き

　　　かったと思います。よりよい典礼を創出するために、教会委員と典礼部会がミーティ

　　　ングを持ち、集会祭儀・先唱者(朗読者)・聖歌・オルガニストなどの学習会を緩やかに

スタートさせました。日常の祈りの在り方についても議論しました。聖週間の典礼の

参加動機の低さを振り返り、また求道者に対する奉仕のありかたを考える中で、信徒へ

現状をアピールし、信徒へ問いかけるアンケートを実施する中で、あらたな「講座」を

スタートさせました。
　＊　ブロックの典礼研修会を実施しました（昨年からの懸案）。
３　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　２００４年８月１日　会場：桂教会（ブロックミサ担当は長岡教会）　
①　趣旨と準備
　キリスト者が平和を尊重し、平和を祈り求めることは当然のことです。毎年の平和旬間に焦点を当てながら、今年度の取り組みは、カトリック教会が主催実行となるが、地域の他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行いました。
当日は、午前中をブロックミサとし、午後は西山地区の「平和を作り出すキリストと市民の集い」とリンクし、宗派を超えて共に平和を考えました。本年度はこの「集い」の当番教会が長岡教会であったので、この実行に対しては「西ブロック（＝カトリック）」として実行委員会体制を組んで対応しました。母体である「西山地区各教派教会」の了承の上で、あくまでも「西山地区各教派教会」が主体であることを尊重し、ブロックの行事としました。去年は一般からの講師だったので、今年はカトリックの司教を講師として招きました。長岡教会の担当ですが、講師考えると、参加者が多いと思われたので長岡教会では人数的に収容出来なかったので、開催地を桂教会としました。教区時報、カトリック新聞などに催し案内を掲載してＰＲをしました。
　午前の部：西ブロックミサ　祭式：森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
　午後の部：平和を作り出すキリストと市民の集い（午後１時～３時）
　　　　　　　講演会：　「キリストから現代社会へのメッセージ」
　　　　　　　講　師：　森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
②　開催後の意見の趨勢、及び振り返り
　講演内容はおおむね好評でした。事後アンケートには次のような意見が寄せられました。
　＊　分かりやすい内容で、プロテスタントの人たちにも好評。特に質疑応答が分かりや　　　　すかった。
　＊　カトリックとの交流に刺激を受けた。
　＊　教会のリーダーの人格がリーダーシップとして発揮されることが、一つのあり方と　　　　思うので森司教の姿に感銘を受けた。
　＊　言葉だけでなく、生き方を持っている。
　＊　人間の尊厳を何よりも第一に考えている。
　　　一方、事後の反省会では、次のような点も確認された。
　＊　去年の反省をもとに、実行委員と役員間の連動をうまく機能させようと、確認したが、　　　あまりうまくいっていなかった。
　＊　一般の参加者が去年より少なかった。会場教会の近隣等にビラのポスティングを行　　　　えばよかった。
　＊　役割分担はうまくいった。

③　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味において）
　｢平和行事」としては成功しましたが、キリスト者として平和を求めるための必然としての

取り組みになっているのかは、振り返らなければならないと思います。教皇様は「平和は作り出すもの」と言われたが、現実の私たちは「平和希求」に対する動機付けやリアリティーがやはり低いと思います。｢実は無関心…」とも思われる現状をどう開くのかという事への行動は弱かったと思います。また平和旬間への準備期間をある程度作る必要があると思いますし信徒どうしで平和に関するどんな分かち合いをするかがまずは肝要です。献金などを、平和のために捧げるという行動も考えられます。このようなことも含めて、信仰共同体である「ブロック」としての取り組みを継続したいと思います。
　他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和を祈ることは、とても大事なことですが、距離があったこともまた否めません。｢西山地区」の主催は、次年度は他教派キリスト教会に移りますが、ブロックとしてどのような積み上げのもとに、独自の平和旬間を取り組むかについては、基本に立ち戻って検討する必要があります。
　平和旬間そのものへの取り組みとしては、他のブロックと同日開催でないほうが、より参加しやすくていいと思います。また、今回講演の間子どもは別室で遊んでいたので、子ども向け平和旬間の取り組みも必要だと思います。
４　京都西ブロックウォーカソンの実施
　２００４年１０月２４日　丹波教会園部聖堂・聖カタリナ女子高校及び園部町内

　援助先：東チモール子供募金（図書館整備・絵本輸送支援）

　　　　　京都いのちの電話　（活動支援）
1 趣旨

ウォーカソンが果たす福音的使命とは「自分の隣人への奉仕と、神と人、人と人との協働」であることが西ブロック委員会で確認されました。そこでその福音的使命を果たすために以下のことが検討されました。
· 河原町地区が遠いことや日程上の問題から、西ブロックの信徒は従来から開催されていた京都南部地区ウォーカソンの参加者が少ないという現状でした。

· 高齢者・障がい者・子どもなどを含む地域信徒全体の参加の促進（即ち共同体全体がウォーカソンの本来の趣旨に対して行動すること）を目指すという意向を持ちました。
· その時に必要な方面へ援助できる自由度の高い小回りのきいた援助を果たすために、ウォーカソンに総合的に参加することが望ましいのではないか。
· 福音宣教推進のための単位である「ブロック共同体の一致」を強めるような企画を推進し、京都西ブロックウォーカソンを企画・実施する。
2 実施

参加しやすい日時にするために、一般社会的な他行事との重複期間を避けました。障害者を含む様々な世代が多数参加出来るように、それぞれに応じて参加可能な実施場所やコース設定を考慮しました。また祈りと行動を一致させるために、典礼と組み合わせた企画をめざしました。特に子どもや若者が多く参加出来なければ意義のない行事となるという認識に立ちました。このようなことを念頭に入れながら、こひつじの苑の障害者の参加と交通安全等を考慮に入れて、丹波教会園部聖堂地区での開催とし、上記の目的を模索するために教会委員によるプレ実行委員会を持ち、コースを検討してみました。その上で本実行委員会を立ち上げて引き継ぐこととしました（春にスタート）。またこれらのことの了解と理解を京都南部協議会に求めました。
③　開催後の意見
　各小教区での意見は好評でした。

　（意見の羅列）
　子どももお年よりも障害者も一緒に歩けました。距離的にはちょうど良い距離でした。道路は車が少なく、安全面への配慮もあって良かったと思います。天気がよくて、空気もきれいで、公園はすてきな場所でした。公園でみんなで弁当を食べられたのが良かった（食事の時間が少し短かった）。聖カタリナの福祉科の生徒たちは、倒れているコスモスを手でよけながら障害者の車椅子を押していて自分では気づかないところを教えられました。こひつじの苑の障害者の方と交流が出来、障がい者の方から逆に声をかけてもらって元気をもらいました。若い人が確実に育っておられるのが嬉しかったです。実行委員会は７回開いたが、回を重ねる内にまとまりが出来てきました。ブロック単位で出来たことが良かった。参加者の半数以上が最後のベネディクションにも参加し、最後まで一致出来ました。ミサの時、東チモールや京都いのちの電話の紹介があって良かった。来年も続けたい。
④　取り組んだ上での今後の方向性（教会共同体的な意味）
　ブロック内にある聖カタリナの生徒・教員・シスター方やこひつじの苑の方と一緒にウォーカソンを通して相互交流と理解を深めたことに意味があると思います。また、スタッフの細かいところまでのご尽力や、奉仕した若者の頑張りも大きいと思います。その中で典礼を挟んだ「巡礼型」のコースは、一致という点でも成功したと思われます。高齢者の多くの参加（過剰負担をかけずに）を得ることも出来ました。
おおむね成功と思われますが、以下のような課題もあります。歩くことを通して援助できる、自分たちにも援助できる方法があるという目的意識が低かったのではないでしょうか。また援助先についての教会学校等でのプレ学習は行いましたが、信徒全体への浸透は弱かったのではないだろうか。そして子どもたちの参加がまだまだ少ないと思います。交流という点では、同一小教区の信者が固まりがちでした。教区時報に載せてもらって広報してもらうことが可能かどうか検討する必要があります。しかしブロックとしての元気は出たように思われるので、来年も同一の形で継続すればどうかという意見もあります。
（意見集約・西ブロック教会委員　／編集責任・西ブロック担当司祭団　村上真理雄　福岡一穂）
	５） 東ブロック


共同宣教司牧東ブロック会議の運営を円滑にするための試みとして、2003年から小教区ブロック担当者、すなわち東ブロックの各小教区から１名づつの代表者４名による事前打ち合わせを行ってきた。その活動内容は、ブロック会議の議案の作成、会議の進行についての検討、各小教区の行事等のスケジュールの摺り合わせ、ブロック主催行事の実行委員会の立ち上げ準備などである。この小教区ブロック担当者は、東ブロック独自のものである。この小教区ブロック担当者の活動によって、それ以前に比べてブロック会議が円滑に行われるようになり、ブロック内の各小教区同士の連携がより密になることができた。しかしながら、その反面、ブロック内でトップダウン的な要素、即ち一部の者が決めたものをブロック会議参加者に通達する形式に陥りやすいという欠点があることに昨年秋に気づいた。

その典型的な現れは、2003年と2004年のブロック宣教計画の立案、2004年宣教計画中間報告の作成、さらに2004年の短期計画のひとつのブロック会議規約作成にみられた。これらは小教区ブロック担当者とブロック事務局による何度かの会議で話し合って原案作成をし、その内容はブロック会議で説明され、出席者によって承認された。しかしこれでは、これらの計画や規約などがそれぞれの参加者の内面から導き出されてきたものではないので、宣教計画などの内容がブロック会議の参加者のものになっていない。つまりブロック会議が、行事の報告が中心になった行事ごなしの繰り返しになってしまい、この宣教計画を中心に置いたブロック会議になり得なかった。もし2003年2004年と同じ方法で2005年宣教計画を立てることになれば同じことが繰り返されることが危惧された。ブロック会議の参加者で十分な話し合い、あるいは分かち合いという中から出てきた宣教計画でなければならないはずである。自分たちの中から湧き出てきた宣教計画でなければ、小教区へ持ち帰って小教区の多くの信徒に伝えることもできない。
以上の点から、２年前にスタートした東ブロック会議運営方針の路線が不十分であることに、ブロック会議の構成メンバーがようやく気づいた。　

そこで、東ブロック会議では、臨時会議を招集して、ブロック会議そのものについて分かち合いを行った。これと同時並行で、東ブロック担当司祭団の会議でも司祭の分かち合い・話し合いが行われた。司祭団には定期的な会議があり、また小教区ブロック担当者の会合も定期的に行われてきたものの、両者の間での話し合いの場がなかった。両者の連絡を密にしなければならない、という時期が訪れたことにようやく気づいたのである。そして、ブロック司祭団とブロック担当者の初めての合同会議を行った。
　臨時会議における分かち合いとブロック司祭団・ブロック担当者合同会議を経て、その中から出てきた問題点と今後の課題は、以下の通りである。

１．司祭団と信徒の間の連携が密ではなかった。司祭と信徒の共生性が必要であり、この連携の改善のために、ブロック司祭団とブロック担当者合同会議を定期的に開催する。これにより司祭が信徒にアドバイスを与える機会が増えることに結びつく。

２．ブロック会議議事録はブロック事務局に委ねられていた。議事録そのものを検討する機会がない。ブロック会議で出た意見を、個人の私見ではなく、共通認識としてブロック会議の意見に昇華させるためのプロセスを踏む必要がある。具体的な方策をこれから検討してゆく。

３．小教区とブロックとの繋がりの拙さがある。今後、教区の方向性が語られている司教の年頭書簡についての分かち合いの場を持つための方策を、ブロックで検討すべきである。

　以上の事柄を踏まえた上で、東ブロック会議では、2005年度宣教計画を立てた。

共同宣教司牧東ブロック会議の運営を円滑にするための試みとして、2003年から小教区ブロック担当者、すなわち東ブロックの各小教区から１名づつの代表者４名による事前打ち合わせを行ってきた。その活動内容は、ブロック会議の議案の作成、会議の進行についての検討、各小教区の行事等のスケジュールの摺り合わせ、ブロック主催行事の実行委員会の立ち上げ準備などである。この小教区ブロック担当者は、東ブロック独自のものである。この小教区ブロック担当者の活動によって、それ以前に比べてブロック会議が円滑に行われるようになり、ブロック内の各小教区同士の連携がより密になることができた。しかしながら、その反面、ブロック内でトップダウン的な要素、即ち一部の者が決めたものをブロック会議参加者に通達する形式に陥りやすいという欠点があることに昨年秋に気づいた。

その典型的な現れは、2003年と2004年のブロック宣教計画の立案、2004年宣教計画中間報告の作成、さらに2004年の短期計画のひとつのブロック会議規約作成にみられた。これらは小教区ブロック担当者とブロック事務局による何度かの会議で話し合って原案作成をし、その内容はブロック会議で説明され、出席者によって承認された。しかしこれでは、これらの計画や規約などがそれぞれの参加者の内面から導き出されてきたものではないので、宣教計画などの内容がブロック会議の参加者のものになっていない。つまりブロック会議が、行事の報告が中心になった行事ごなしの繰り返しになってしまい、この宣教計画を中心に置いたブロック会議になり得なかった。もし2003年2004年と同じ方法で2005年宣教計画を立てることになれば同じことが繰り返されることが危惧された。ブロック会議の参加者で十分な話し合い、あるいは分かち合いという中から出てきた宣教計画でなければならないはずである。自分たちの中から湧き出てきた宣教計画でなければ、小教区へ持ち帰って小教区の多くの信徒に伝えることもできない。
以上の点から、２年前にスタートした東ブロック会議運営方針の路線が不十分であることに、ブロック会議の構成メンバーがようやく気づいた。　

そこで、東ブロック会議では、臨時会議を招集して、ブロック会議そのものについて分かち合いを行った。これと同時並行で、東ブロック担当司祭団の会議でも司祭の分かち合い・話し合いが行われた。司祭団には定期的な会議があり、また小教区ブロック担当者の会合も定期的に行われてきたものの、両者の間での話し合いの場がなかった。両者の連絡を密にしなければならない、という時期が訪れたことにようやく気づいたのである。そして、ブロック司祭団とブロック担当者の初めての合同会議を行った。
　臨時会議における分かち合いとブロック司祭団・ブロック担当者合同会議を経て、その中から出てきた問題点と今後の課題は、以下の通りである。

１．司祭団と信徒の間の連携が密ではなかった。司祭と信徒の共生性が必要であり、この連携の改善のために、ブロック司祭団とブロック担当者合同会議を定期的に開催する。これにより司祭が信徒にアドバイスを与える機会が増えることに結びつく。

２．ブロック会議議事録はブロック事務局に委ねられていた。議事録そのものを検討する機会がない。ブロック会議で出た意見を、個人の私見ではなく、共通認識としてブロック会議の意見に昇華させるためのプロセスを踏む必要がある。具体的な方策をこれから検討してゆく。

３．小教区とブロックとの繋がりの拙さがある。今後、教区の方向性が語られている司教の年頭書簡についての分かち合いの場を持つための方策を、ブロックで検討すべきである。

　以上の事柄を踏まえた上で、東ブロック会議では、2005年度宣教計画を立てた。

	６） 南ブロックＡ


	７） 南ブロックＢ


1 キリストの学びとして

a)降誕祭を準備するための研修会

・「聖母マリアの信仰の歩み」について、待降節中の4回の主日に担当司祭がそれぞれの教会で4回の15分程度の講話を行なった。講話自体は分かりやすく、日常での信仰生活の助けになったと思われる。4回の講話の要約を宇治教会の教会報に掲載し、ブロックの教会に配布した。将来的には、ブロックとしての広報の可能性もあると思われる。

b)婦人･青年対象の合同黙想会

・婦人･青年対象の黙想会が行われた。１教会の青年部の活動は既に基礎が出来つつあり、ブロック間での交流も始まっている。また青年の中からは、以前のような行事やレクレーション中心の活動ではなく、キリスト教について学んでいきたいという希望が出ている。壮年に対するものは実施できなかった。壮年会の黙想会の実施は時間帯の調整などで難しいと思われるが、もっと身近な集まりから考えてよいかもしれない。

c)キリスト教講座、聖書クラスを継続

・すべての小教区で何らかの学びの機会を設けているが、参加については時間他の理由で限界があり、学びに参加している人とそうでない人の意識のギャップが顕著になりつつある。共同体としての幅のある学びをどのようにしていくかは今後の課題である。その中から小教区規約の方向性などが出てくればよい。

2 共同宣教司牧推進のための組織の見直しについて

a)4教会における「分かち合い」の訓練の継続

・主に各教会の地区集会や、部会等で実施している。また、聖書クラスでも分かち合いの形式を取り入れている。基本的な分ち合いを通して、福音的識別、小教区規約の精神を理解していくことを目指しているが、それほど容易ではない。

b)信徒、奉献生活者、信徒の協力

・役員会、教理担当者会議（司祭・教理担当をする奉献生活者の合同会議）等を月一回、合同役員会を二ヶ月に一回行ってきている。議事録作成、会議の議事等を分担して行いている。また、教理担当者の間での信仰教育、養成について話し合いの機会をもっている。

c)各教会における会議の見直しと役員の養成

・役員会、地区集会でのキリスト教共同体としての会議のあり方を随時説明していくことによって信徒の理解を得つつある。継続的に行っていく必要がある。役員に対しては、開講している講座や聖書クラスへの参加を勧めているが、全員の参加というところまではいたっていない。

・２００５年度より、４教会において役員会、信徒会を解散し、暫定小教区評議会・部会制度の導入を決定した。評議会の設置、各部の設置と教会内の仕事の整理などの具体的な動きの中で、小教区規約作成に向けて動いていく。同時に小教区規約の精神を皆がよく理解するために「信徒会から小教区評議会へ－小教区規約作成の精神－」という文書を教理担当者会議として作成し、配布・説明を行なった。

・２００５年度は４教会で全役員が改選に当たるので、新役員のための研修会を実施することを予定した。

3 信仰教育の充実として

・２００４年度より合同教育部会を実施し、合同夏季教会学校、合同親子遠足、合同親子新年会を実施した。２００４年度は特に、教会学校の子どもたちの保護者を含めた活動とした。親同士が交流することで、お互いの子育ての問題や信仰教育のあり方などについて話し合い、親子共々の信仰教育の機会になった。また初聖体の学びの期間は、特に保護者の参加や家庭内での祈り、学びの復習などを勧めてきた。

・教会学校担当者の勉強会として、３教会で教理担当者による教会学校担当者の勉強会が行われた。その勉強会を、教会学校担当者だけでなく、一般に公開して関心のある信徒に参加を呼びかけ、一定数の参加がある。

4 現代社会との連帯として

a)南ブロックBとしての海外支援のあり方について考えるための講演会を実施した。

・日時；4月18日（日）

　場所；田辺教会　講師；横浜教区司祭　山口道孝師（信徒宣教者会担当）
・講演の内容は、援助についての基本的なあり方について考えさせるものであったが、具体的にどのように取り組んでいくのかという点については今後の課題である。

・講演会後、講演の要旨をまとめたプリントを配布し、各教会で分かち合いを行い、講演の内容を深めることをおこなった。

b)幼稚園での活動

・地域社会への広がりとして、二つの幼稚園での保護者対象のお話の設置している。また、三つの幼稚園で職員対象のお話を実施している。

c)小教区内の活動

・以前からなされている小教区としての対外的な援助活動についてどのように扱っていくかは、今後の検討課題である。
奈 良 県

	８） 北部ブロック


Ⅰ「青少年の育成」に関する取り組みの状況

　　１，「北部ブロック青少年交流会の推進」

　　　　第１回　０４年５月２２日～２３日　　２２日１７名、２３日３４名参加

　　　　第２回　０４年１１月１３日～１４日　１３日１２名、１４日３２名参加

　　　　第３回　０５年２月１９日～２０日　　１９日２３名、２０日４０名参加

　　　 今年も３回実施したが、登美ヶ丘教会が中心になりサレジオ会の支援を受けて実施した。回を重ねることに
よって徐々に交流は深まっているが、ブロック内全小教区の参加には至っていない。ブロック行事であると
いう理解を深めること、小教区等の行事日程との調整を早い時期から進めること、企画・実施を各小教区の
リーダーを中心に進めることが大切である。

　　２，「教会学校リーダー研修会への参加」

　　　　参加状況は、「中間報告」（２００４年１０月１７日第３０回ブロック会議で協議、１０月末日教区本部事務局に
提出。以下同じ）の通りであるが、参加者の体験報告によれば、２００４年度研修は具体的な指導法やアイ
ディアよりも、「日常からミサを生きる」をテーマに、ミサで子どもたちに伝えたい基本をしっかり押さえることが
大切であること、また、子どもの信仰教育は「全信徒で育む心や形が大切」と指摘された。

　　３，「合同サマーキャンプを実施する」

　　　　実施状況・評価ともに「中間報告」の通りであるが、今後さらに内容の充実と広がりを進めるために土曜・
日曜・祝日など、子ども・保護者・リーダー・サポーターが参加しやすい条件（日と場所）を整える努力が必要
であることを確認した。
Ⅱ「信徒の信仰養成」の短期計画『奈良地区聖書講座への参加の促進』について

　　「中間報告」で報告した参加者数が、年度を締めてみて奈良地区合計で１１６名となった。内訳では、奈良教会

６７、富雄教会　１７、登美ヶ丘１２，大和郡山１０、南ブロック他　１０となっている。この１１６名の他に６０名の当日
参加者があった。

参加者が固定化しているので、今後広がりをどう作っていくかが課題であり、聖書講座実行委員の構成・講座
開催会場の移動なども含めてさらに検討を進めることになった。

その他、「青少年の信仰教育」の評価の過程でも指摘された、信徒リーダーの養成をどう進めるか、従来の
「キリスト教入門講座スタッフ」のフォローアップコースや、「共同宣教司牧」の内容理解を深める勉強会を望む
声も出ていることから、今後具体化の可能性を模索する必要がある。

Ⅲ「滞日外国人との連帯」の短期計画『滞日外国人との交流の具体化』について

　　「中間報告」の内容からその後大きな進展はなかった。カトリック奈良地区協議会が進めている「奈良ファミリ

デー」実行委員会の検討の中に「交流の具体化」の内容も検討され、さらに、２００７年の「京都教区国際ファミ
リーデーin奈良」への準備プロセスが交流を深める牽引力となって、日常の教会活動での交流を深めて行く
努力が必要である。奈良教会では信徒が指導者となって、滞日外国人の子どもたちの日曜学校が始まって
おり、その保護者との交流を通して相互理解が深まって行くものと思われる。富雄教会では、子どもの交流・
親の典礼奉仕なども行われつつあると報告されており、さらに充実していくことが期待される。

	９） 南部ブロック


滋 賀 県

	10） 湖西ブロック


２００４年１１月７日のブロック会議で、２００４年度宣教司牧計画の評価を行いました。

１．年間を通じて、ミサについて分かち合う。滞日外国人への配慮も含めて。

・今年のブロック司教訪問テーマの分かち合いのポイント例を使って、分かち合いを行なっている。

・安曇川教会　２月８日　湖西ブロックとして　大津教会　５月16日　事前のアンケートにもとづいて　８月29日

ミサについて　唐崎教会　各グループ集会で

・唐崎教会では、子供たちにミサの意味を理解し、参加してもらうように、７月より第１日曜日を「子供たちが奉仕

する日」とする。

２．集会祭儀の情報交換（３教会）

　・４月24日に集会司式者が集まって情報交換会を行なった。

３．７月10日に開催される滋賀カトリック協議会主催の典礼研修会に参加する。

　・「典礼への子供の参加」について学んだ。湖西ブロックから１５名参加。

４．グループ集会、勉強会について、各小教区で取り組む。

　・グループ集会は唐崎教会、安曇川教会で行なっている。

勉強会はそれぞれ継続的に行なわれている。

５．「社会とともに」実例集にもとづき、各小教区で参加を呼びかけていく。

　・唐崎教会では、ミサ中のお知らせで、順番に読み上げている。

６．「分かち合い」だけでなく、「行動」においても、信仰共同体を実践する。

　・水害、地震に会われた方々への募金を湖西ブロックとして取り組んだ。

総合評価として、カトリックを担う子供たちの育成を通して、規約改正を含めた教会の変革を実行し、自らも変革

していく必要性を確認し、２００２年に作成した長期目標を見直すことになりました。

	11） 湖東ブロック


	　
	項　　　目
	　　　　　　　内　　　　　　　容

	１


	小教区規約の作成


	草津教会では「2005年度試行版」ができ、それに基づいて宣教司牧活動を進め、定期的に検討、改善をしている。彦根教会では毎月規約作成委員会を開き、信徒使徒職の遂行を基本理念において検討、原案作成中である。

長浜教会においても検討中。

	２　


	ブロック共同での活動

・オアシス

・青少年のための活動

・研修会、黙想会

・ブロック連絡会議


	毎月第１金曜日夜の祈りの会。　彦根教会担当で２回、長浜教会担当で１回。他の９回は草津教会担当で実施した。

夏季合宿、侍者会合宿（小学生対象）、ディスカバリー（中学生対象）、日曜学校合同遠足など草津教会で計画・実施したものに彦根長浜から参加した。

各教会で実施したが、相互に参加を勧誘した。

結婚講座は草津教会、彦根教会で行われた。

滋賀協議会の後、あるいは必要に応じて随時集まって、活動計画の作成、反省、連絡などを行った。

本年度からブロック会計を設置し、３教会が規模に応じて概算額を分担拠出、共通の支出についてはここから支払った。

	３


	小教区それぞれの活動


	３教会の信者数が大きく異なるので、活動の内容もそれぞれ違った。幼稚園児あるいは母親対象の信仰紹介講座。草津教会では地区別集会が毎月９個所で行われ、司祭と信徒、信徒同士の親しい関係が醸され、信仰の一致と深化に貢献している。彦根教会での分かち合い、草津教会・長浜教会での聖書講座、毎月の小教区評議会などを実施した。

	４


	外国人信徒との交流


	ブラジル人コミュニティが一番良く組織されている。信徒のリーダーによる信仰講座や祈祷会などがよく行われている。ポルトガル語、スペイン語、英語のミサは３教会で行われている。

ただ、生活習慣の違いなどから生ずる問題もあった。しかし、同じ信仰者として、一層の意見交換、交流が必要である。

	５
	課　　題


	どの教会でも同じであろうが、世代間の考え方、倫理観、道徳観、宗教観、家庭での信仰実践、教会のミサや行事への考え方の違いから来る問題がいろいろある。仕事と家庭に追われている中年世代、受験勉強やクラブ活動に追われる学生達などを教会に引きつけるのは困難。教会活動や維持は高齢者に任せる部分が年々大きくなる。信仰の継承に不安を抱いている。


三 重 県

	12) 北勢ブロック


	13) 中勢ブロック


　　　１．「　２００４年度ブロック宣教司牧計画（短期）」の評価について

　　　　　①将来を担う子ども・青少年への対応

· 一泊黙想会（小５～高３の受堅者対象）

　　　　中・高生という難しい年齢が対象であったが多くの参加を得、若い指導司祭と青年

　　　　たちの協力とによって打ち解け、個々に違いはあるが信仰を深め、堅信のために相

　　　　応しい準備ができた。

　　　　参加人数は各教会で格差があり、全ての対象者の参加を得ることができなかったの

　　　　は残念である。

· リーダー研修会

　　　　一泊二日の研修会という事で、他地区のリーダーとの交わりが長く持て、良い刺激を

　　　　受けた。

　　　　　　②滞日外国人との交わり

· 各小教区の国際協力担当者の集まり

　　　　ブロックとしての集まりは持てなかったが各小教区の担当者が東海・近畿・中国地区

　　　　の研修会（奈良）に参加し、他教会の取り組みが理解でき参考になった。次年度の

　　　　活動にいかしたい。

　　　　　　③宣教への取り組みの弱さ

· 平和旬間行事

　　　　ブロックとしての取り組みが遅れ、各小教区単位で実施した。

　　　　次年度はブロックで取り組むように早期に実行委員会を立ち上げ始動させる。

　　　　　　④信仰を深めるための生涯努力

· 『日常からミサを生きる』

　　　　豊かな典礼を心がけた。滞日外国人の方々は日常生活と信仰が深く結びつき、祈り

　　　　への姿勢に刺激を受け、『日常からミサを生きる』事について考えさせられた。

　　　　司教訪問・黙想会等をきっかけに、このテーマについて分かち合いが広がった。

　　　　しかし、『日常からミサを生きる』という言葉自体の意味が全ての信徒に浸透している

　　　　とは言いがたい。

· 「信仰の要理」を広げる。

　　　　各小教区で聖書研究会、「カトリック教会の教え」学習会、アルファコース等、積極的

　　　　に進めている。

· 集会司式者・聖体拝領の特別奉仕者学習会

　　　　三重地区学習会に参加

· 女性部提案事業

　　　　各小教区で組織が異なり、女性部として活動する事が困難な小教区が増え、今年度

　　　　は実施できず。ブロック内の大きな行事に相互協力をする。

　　　　　　⑤支え合う共同体づくり

· 地区集会の継続・発展

　　　　各小教区にて様々な形ではあるが地区集会（家庭集会）の継続・発展に努力してい

　　　　る。

・全ての項目について支え合う共同体となる。

・その他、ウォーカソン、ネリグ神父様の金祝、上野５０周年行事等

	14) 南勢ブロック


長期的展望(2003～2007年)についての取り組み

①滞日外国人：外国人との交流促進

〇　外国語のミサの実施（松阪）

〇　教区の担当者会議・研修への参加を勧める
〇　日本語教室の実施（松阪）

〇　合同ミサを松阪で行うときには国際ミサとする。

〇　両教会の外国人担当者の交流・情報交換を考えていきたい。
②青少年：次代を担う青少年を養成する
〇　教区の活動の紹介、参加推進
〇　小教区としての取り組みは難しい
③共同宣教司牧：

〇　短期の課題の中で取り組んでいく。
短期課題

①合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する。

〇　2004年９月12月14：00～　　伊勢教会で実施

〇　2005年は松阪で行う

〇　両教会の信徒が交流する機会として喜ばれている。

②三重県合同堅信式での協力
〇　６月13日・伊勢教会で実施
〇　松阪教会から典礼奉仕をはじめ、受付・接待の協力をお願いした。
〇　大きな行事をどちらかの教会で行う際の強力は自然なこととして行われている。
③ブロック会議を通してさらに共同宣教司牧を推進する。
〇　2004年は４回行った。
〇　両教会の合同行事の企画・情報交換・教区からの課題・規約改正など、共同司牧にかかわる大切なことが
話し合われて入る。
④司教訪問の準備
〇　12月12日、伊勢教会にて。
〇　典礼を中心に松阪教会の協力を仰いだ。
〇　共通の分かち合いの手引きを作成し、両教会で３回の準備の分かち合いを行った。
〇　今年は４月24日、松阪で。
⑤小教区規約の共通化の検討
〇　2005年度に準備を終え、2006年度に完成するという共通の予定を確認。
〇　作成の過程で両教会の案を参考にしあう。
⑥司祭の役割分担の見直しと共同宣教司牧のあり方
〇　第三日曜日に司祭がミサを交代する。
〇　尾鷲は交代でミサに行く。
〇　司祭同士のコミュニケーションを大切にする。
〇　２教会に司祭二人のため、信徒の多くは共同宣教司牧の意味を理解していない｡今後の理解をさらに
求めていく必要がある。
